
安全運転管理者より

自責物損交通事故事例 《自社》 2026年2月2日(月) 07：30頃 発生

事故の内容

発生状況

事故の原因

自車運転社員の安全運転意識の低下および雪道の運転技術の未熟性

積雪にハンドルをとられて、路側の除雪した雪の壁に衝突した。

雪道やアイスバーンでの運転は、経験や技術が不足している場合、重大な事故につながる危険性が高ま

ります。

運転技術が未熟な場合は、無理な運転を避け、必要に応じて運転を控えるなどの判断を行ってください。

やむを得ず運転する際は、急発進・急ブレーキ・急ハンドル・急な車線変更を厳禁とし、発進時はアクセル

をじわりと踏み、十分な車間距離を確保して慎重な予測運転(かもしれない運転)を徹底してください。

また、走行前には、車に積もった積雪を除雪したうえで、ブラックアイスバーンが発生しやすい夜間・明け

方、橋の上、陸橋、トンネル出入口付近では特に注意し、安全最優先で行動してください。

週明け初日の現場への通勤時に、自車が積雪によりハンドルを取られて、路側の除雪した雪壁に衝突した

※ 事故当日10:00の事故現場付近の県道路情報ライブカメラ画像

※参考資料のため、事故が発生した箇所と写真の場所は異なります。
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